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令和 8 年 6 月 29 日 

大東市立深野中学校 

校 長  飛地 龍治 

 

学 校 教 育 目 標 

令和８年度テーマ 

『よく見つめ、よく考え、健康で実行力のある生徒の育成』 

『自ら考え、周囲と協同して未来を拓くことができる生徒の育成』 

校訓 

知性 創造 練磨 友愛 

 

１学期終了（終業式）までの３週間をどう過ごすか。 
先週に実施予定の期末テストが一部延期となり、本日の実施となりました。予定が変わって戸惑った

人もいるかもしれませんが、一方で勉強時間をさらに確保できたという人もいたかもしれませんね。 

どちらにしても、状況の変化に対応する力が求められた出来事でした。皆さんは今回の経験をどの

ように受け止めたでしょうか。今回の出来事を一つの教訓として、今後に生かしてほしいと思います。 
 

そして、無事にテストが終わりましたが、「やっと終わった！」と安心して、答案が返ってくるまで勉強か

ら離れてしまう人も少なくありません。しかし、テスト直後すぐの「振り返り」こそがもっとも重要です。 

記憶が新しいうちにもう一度問題に取り組むことで、自分の理解度を正確に確認できます。 

答え合わせや分析には生成 AI も活用できます。間違えた問題が「うっかりミス」なのか、「理解不

足」なのか、「知識不足」なのかを整理してみましょう。うっかりミスは意識次第で改善できますが、理解

や知識が不足している部分は確実な復習が必要です。復習の優先順位も見えてきます。 

また、学習計画や勉強方法についても振り返っておきましょう。「暗記に偏りすぎた」「計画どおり進

められなかった」「一夜漬けになった」など、改善点を見つけることが次への大きな力になります。 

さらに、できた問題ももう一度取り組んでください。「なぜ解けたのか」を考えることで、自分の強みや

得意分野を再確認できます。５分かかっていた問題が、３分に短縮しているかもしれません。自身の成

長を感じる良いチャンスにもなります。苦手を克服するだけでな

く、得意を伸ばすことも学力向上には大切です。 
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するのではなく、良い結果であっ

ても、思うような結果でなくても、「なぜそうなったのか」を振り返

ることが未来の自分の成長につながります。小さな改善と努力

を積み重ねながら、学び続ける姿勢を大切にしていきましょう。 

 

ちなみに、私は 100 点（満点）を取った生徒には、「おめでとう！よく頑張ったね」と伝えます。その後で…、 

「ごめんなさい」と言うことがあります。理由は、そのテストでは、その生徒の課題を十分に見つけてあげられなか

ったからです。教員の役割は、生徒の皆さんの成長を支えていくことです。 

学校は、「間違いながら学ぶ場所」です。間違えたところや苦手な

部分を見つけ、それを改善できるよう支援することが、私たち教員の

大切な役割です。100 点満点はすばらしい結果であり、もちろん喜ば

しいことです。しかし、そこで学びが終わるわけではありません。その先

にも、さらに伸ばせる力や新たな課題があります。私たちは、それを生

徒の皆さんと一緒に見つけながら成長を支えていきたいと考えていま

す。満点であった生徒にも「次はもう少し難しい課題（問題）を用意し

ますね。」と伝えることにしています。 



情報モラル教室を行いました。（１年生） 

６月１５日（月）、１年生の各クラスで、大東市教育委員会 ICT 教育

戦略課の方をお招きし、情報モラル教室（出前授業）を行いました。 

現在、多くの中学生が携帯電話やスマートフォン、タブレットなどの

ICT 端末を所有しており、深野中学校の生徒でも端末を持っていない

生徒の方が少ない状況です。また、LINE や Instagram、TikTok、X

などの SNS を利用している生徒も多くいます。 
 
授業では『もうすぐ１４歳になるみなさんへ』をテーマに、次の３つについて学びました。 

リスク（危険性）を知る。    自分と周りを守る。     正しく、賢く使う。 
  
テーマを『もうすぐ１４歳…』としたのは、１４歳以上になると犯罪等に関わった場合、警察の捜査や

検察への送致の対象となり、刑事責任を問われる年齢だからです。もちろん、１２歳や１３歳であれば問

題ないというわけではありません。起きたことは、すべて前歴として記録され、将来の進学や就職などに

影響を及ぼす可能性があります。特に、SNS への投稿は十分な注意が必要です。 

だからこそ、「リスクを知り、自分と周りを守り、正しく賢く使う」ことが大切です。 
 

ICT 端末の使い方について、ぜひご家庭でも話し合い、約束を決めたうえで利用してください。 

なお、本校ではご家庭で所有の私物スマートフォン等の電子機器の学校への持ち込みは原則禁止

していますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

生徒のみなさんも困ったことがあれば、すぐに信頼できる大人や相談窓口に相談しま

しょう。             〈深野中学校 HP 内〉相談窓口を参考にしてください。→ 

 

改めまして、お願いします。 

先週金曜日、警報等に伴う連絡を学校ホームページおよびメール配信

サービス（SKYMENU Cloud）等で行いました。ご対応していただきまし

た、保護者の皆様には本当に感謝いたします。ありがとうございました。 

しかし、その中でも連絡が確認できなかった、ご家庭がありました。 

また、アクセス集中と思われる影響により、学校ホームページが一時的に閲覧できない状況も発生し

ました。緊急時の情報を確実にお届けするためにも、全家庭にメール配信サービスへの登録を、改めて

お願いいたします。登録用紙が必要な方は、担任までご連絡いただきますよう、お願いします。 

 

 

 

 

 

大東市教育委員会からのお知らせ 

 

大東市教育委員会では、各学校園や大東市の教育に関する取組みについて「えがお大東っ子」を

通して発信しています。大東市ホームページ、大東学び合いネットに第８２号を掲載しています。

ぜひご覧ください。 

 

 

（第 8２号の内容）                 
１． 岡本教育長 新年度のあいさつ 

２． ひとりで悩まず相談を ～大東市教育支援センター「ボイス」と「教育相談室」～ 

３． 大東市家庭教育支援チーム「つぼみ」の活動について  

おうちの方が元気になる！笑顔あふれる家庭教育の充実をめざして 

４． 教育委員会からのお知らせ 

こちらからも   

 ご覧いただけます 
https://www.city.daito.lg.jp/site/egao-daito/70359.html 

 

https://www.city.daito.lg.jp/site/egao-daito/70359.html

